
ビジネストランスフォーメーションを加速させる
dXプラットフォーム構想

デロイト トーマツ グループが培ってきた経営改革とdXの知見を活かし、ITインフラ

変革の目指す姿、グランドデザイン、ロードマップを定義することで、最先端テクノ

ロジーを駆使したdXプラットフォーム実現の礎を築く

変革の鍵を握るdXプラットフォーム

経営を取り巻く環境が激しく変化する中、企業各社には新たなイノベーション創出への取り組みや、ビジネス変革が求められ

ています。クラウドとエッジテクノロジーへのシフトに代表される、第4次産業革命とも言われるテクノロジーの大幅な進化により、

ITインフラの役割は大きく変化しました。先端テクノロジー活用がビジネス変革に不可欠な要素となっている現在、最新テクノロ

ジーをビジネスと直結させ、新たなビジネス価値創出につなぐ鍵となる役割をdXプラットフォームは担います。

これまでのITインフラは、個々のビジネス・アプリケーション要件をインプットに検討を行うのが一般的なアプローチでした。しかしな

がら、ビジネスニーズの急激な変化を捉えた迅速なサービス提供、SaaSに代表されるサービス提供形態の変化など、多様な変

化が起こる中、個別システム要件のみを捉える過去のアプローチでは、あるべきdXプラットフォームを実現する事は困難です。

今こそ、企業IT全体の変化を捉えたアプローチにより、dXプラットフォーム構想を具現化する事が求められています。
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ビジネス変革を実現するために、dX推進、イノベーション創出、働き方改革、グローバル化、セキュリティ強化等、多岐にわたる

ITの改革テーマを検討する機会が増えています。新しいテクノロジーが生み出されているなかで、こうした新たな改革テーマの検討

を進めていくためには、単に複数システムをつなぐためのネットワークやコンピューティング基盤を検討のスコープとするのではなく、

多様なビジネスニーズを踏まえ、ゼロトラストやグローバルガバナンスなどの観点を持ったトータルとしてのdXプラットフォームを検討

スコープとすることが必要不可欠です。

テクノロジー要素間の関連をおさえた検討

トータルとしてのdXプラットフォームを検討するという事は、すなわち個別独立したテクノロジー領域に閉じずに、蜘蛛の巣状に関

連する複数テクノロジー要素間の関連を抜け漏れなく把握し、企業全体の目指す姿から逸脱せぬよう進めていくことがとりわけ

重要です。 そのためには、個々のテクノロジー要素への造詣に加えて、全体感のあるdXプラットフォームのデザインを行える目利

き力をもったアーキテクトの存在は必須となります。
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最初の一歩としての構想策定

企業のビジネス方向性と整合したdXプラットフォームを実現するという非常にチャレンジングな取り組みを進める上で、最も重要

な最初の一歩が、dXプラットフォーム全体を俯瞰した全体構想を策定する事にほかなりません。

全体構想として実現に向けたビジョン・コンセプト、それに基づく目指す姿や方針などのブレない考え方を予め定めることで、実

行フェーズで改革に関わるステークホルダーが、共通認識と、全体俯瞰の視点を持ち、目指す姿の実現に向けた着実な検討を

進めるための礎とすることができます。

デロイト トーマツのdXプラットフォーム構想策定支援

デロイト トーマツは、ビジネス環境変化に迅速・柔軟に対応可能なdXプラットフォームの実現に向けた、dXプラットフォーム構想と

して全体の目指す姿を定義し、全体システム構成（グランドデザイン）と実行計画（ロードマップ）の策定をご支援します。高

い知見を持ったアーキテクトが、将来に渡る検討の拠り所となる構想策定をご支援する事で、最適投資と短期間で競争力の

高いdXプラットフォームの実現につなげます。
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✓ 後続の各ソリューション導入フェーズの礎となる目指す姿と実現方針を検討

✓ dXプラットフォームとして必要となる機能要素を定義し、全体構成（グランドデザイン）案を作成

✓ 構成要素や導入順序認識合わせ結果も踏まえ、ビジネス上のニーズによる優先度を考慮し、

実行計画（ロードマップ）案を作成
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マルチAZでの負荷分散構成
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（ ※最初は4AZとし、切り離したあとに3AZとなるようにする）

システムごと・環境ごとのアカウント分割
マルチAZとする際は、AZごとにサブネットを定義
する必要があるため、システムごとのサブネットのI P
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テクノロジーストラテジー・トランスフォーメーション
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Tel 03-5220-8600 Fax 03-5220-8601

プロフェッショナル

南野香澄

Technology Strategy & Transformation

マネジャー

外資コンサルファームを経て現職。IT構想策定、大規模システム構築案件、内部IT監査等を経験

専門領域は、クラウド、セキュリティ、インフラPMO、ITサービスマネジメント

※デジタルトランスフォーメーションを指す用語として、デロイト トーマツ グループでは、デジタルを導入することを主目的とした変革

(DX)ではなく、デジタルを道具として駆使し、ビジネス自体を根本的に変革していくBusiness Transformation with digital = 

“dX”であると定義しています。

佐藤岳彦

Technology Strategy & Transformation

執行役員 マネージングディレクター

外資コンサルティングファームを経て現職。官公庁、金融、製造業を中心に、IT構想策定、全社

IT/dXアーキテクチャ策定、

大規模ITプロジェクトのマネジメント等、テクノロジーコンサルタントとしてクライアントの変革を支援。

全社アーキテクチャ、クラウド、セキュリティに関するエキスパート。
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